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要　旨：事業所給食は勤労者の健康に影響し，健康経営の推進に貢献する。本研究は事業所給食における
「健康な食事・食環境」認証制度スマートミールの提供状況を分析し，その課題と対策を検討することで，
スマートミールの一層の普及に寄与することを目的とする。スマートミール認証を受け更新した事業所

（更新事業所）134件を対象とし，新規認証時と更新時の審査書類を用いて，食堂の総席数や提供食数，ス
マートミール提供割合，オプション項目の認証状況について検討した。食堂の総席数，提供食数は工場以
外群に比べ工場群で高値だったが，スマートミールの提供割合や販売価格に差は無かった。第 2 回更新

（2021年度審査）では，提供食数，スマートミール提供割合は初回認証時に比べ減少しており，新型コロ
ナウイルス感染症（COVID-19）の影響が考えられた。一方で，認定施設の86.7％が更新しており，オプ
ション項目認証数は増加していた。しかし，初回認証時にオプション項目認証が無かった星 1 つの事業者
の32％は，更新でも星 1 つを維持していた。多くの更新事業所の更新を継続しオプション項目認証数の増
加を図るために，星 1 つの更新事業所に対し「低精製度の穀類の提供や提示」，「栄養成分表示」等取り組
みやすいオプション項目を提案するなど，認証レベルに合わせた具体的な提案が必要である。 また，より
良い食環境を実現し継続するためには，事業者と給食受託会社の協力が必要である。

キーワード：「健康な食事・食環境」認証制度，健康経営，スマートミール，更新審査

Summary: Office meals affect the health of workers and contribute to the promotion of health management. The 
purpose of this study is to contribute to the further spread of the Smart Meal by analyzing the provision status of the 
Healthy Meal and Food Environment certification system Smart Meal (SM) by examining its challenges and 
countermeasures.This study covered 134 business establishments that were certified under the SM.The certification 
status of the total number of seats (TNS), number of meals served (NM), Smart Meal serving rate (SM serving rate), 
and optional items (OPTN) were reviewed using the audit documents from the new and renewal certifications.TNS 
and NM were higher in the factory group than in the non-factory group (office work environments), but there was 
no difference in the proportion of Smart Meals served or the price at which they were served. In the certification 
renewal examination (2021), NM and SM serving rate were lower than following initial certification, suggesting the 
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【緒　言】

　2018年度より開始された「健康な食事・食環境」
認証制度スマートミール（以後，スマートミール）
には外食・中食・給食部門があり，給食部門は事
業所給食が対象である1）。事業所給食の目的の 1
つは福利厚生の一環として従業員の健康に寄与す
ることであり，「健康経営」3）つまり従業員を資源
ととらえ，従業員の健康管理を経営戦略として位
置づけるうえで，事業所給食は重要な役割を担っ
ている。そのため「健康経営」に取り組む企業を
認証する制度として発足した健康経営優良法人認
定制度では，評価項目「食生活の改善に向けた取
り組み」として「社員食堂における対象者の健康
的な背景や特性に応じた給食の提供」が設定され
ている4）。
　スマートミールは生活習慣病予防や健康増進を
目的とした栄養バランスのとれた食事であり，こ
れを認証するための必須項目として，スマート
ミールの基準（ 2 項目），スマートミールのプロ
モーション（ 2 項目），「健康な食事・食環境」の
運営体制（ 3 項目）の 3 つのカテゴリが示されて
いる1）。スマートミールの基準は，主に栄養バラ
ンスを考えて「ちゃんと」食べたい「ちゃんと」
と栄養バランスを考えて「しっかり」食べたい男
性や女性の方向けの「しっかり」が設定されてお
り，主食・主菜・野菜の目安重量，PFC（protain, 

fat and carbohydrate）バランス，食塩相当量の基準
に合致した食事を給食対象集団に合わせて提供す
る2）。さらにオプション項目のカテゴリとして，ス
マートミールの展開（10項目），「健康な食事・食
環境」の推進（ 9 項目，給食部門は 8 項目）があ

り，必須項目のみを満たす場合は星 1 つ，必須項
目に加えオプション項目が 5 個以上認証されると
星 2 つ，10個以上では星 3 つの認証星数となる1）。
スマートミールは認証後 2 年毎に更新手続きが必
要であり，2022年までに，第 4 回認証審査時の更
新審査（2020年，以後，第 1 回更新），第 5 回認証
審査時の更新審査（2021年，以後，第 2 回更新），
第 6 回認証審査時の更新審査（2022年，以後，第
3 回更新）が行われた。
　本研究では，スマートミールの一層の普及と継
続につながる環境整備と従業員が自然にスマート
ミールを選択できる「健康な食事・食環境」の実
現に寄与するために，第 1 回更新，第2 回更新審
査において，更新が認められた事業所（以後，更
新事業所）のスマートミールの提供状況を分析し，
更新時の課題を明らかにすることで，より多くの
事業所が更新を継続するための方策を検討するこ
とを目的とした。

【方　法】

1．分析対象
　第 1 回更新，第 2 回更新で更新が認められた事
業所を対象とし，それぞれの事業所の初回認証時

（第 1 回～第 3 回認証審査）と更新審査時の審査書
類を分析に用いた。

2．分析項目
　初回認証時と更新時の審査書類に記載されてい
る更新回（第 1 回更新，第 2 回更新），給食の運営
方式（直営，委託），オプション項目の認証状況や
認証星数，食堂の総席数（以後，総席数）， 1 日の

influence of COVID-19. On the other hand, the renewal rate was 86.7%, and many operators had increased OPTN 
compared to the initial certification. However, 32% of the operators who did not have optional certification at the 
time of initial certification did not change it at the time of renewal. In order to continue renewing many of the 
renewing establishments and increase the number of OPTNs, specific proposals are needed for the level of 
certification. For those sites renewing certification at a lower level, we propose an OPTN that is easy to implement, 
such as the provision and presentation of low-refinement grains and the labeling of nutritional information.
Furthermore, collaboration between operators and food service contractors is essential for attaining and maintaining 
an improved food environment.

Key words:  the healthy meal and food environment certification system, health and productivity management, smart 
meal, the certification renewal examination
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平均利用者数（以後，提供食数（ 1 日）），昼食の
平均利用者数（以後，提供食数（昼食）），管理栄
養士・栄養士の配置の有無，スマートミールメ
ニューの提供食数や販売価格，提供方式（定食方
式，カフェテリア方式）を分析に用いた。本論文
では，オプション項目の記載を表 1 に示す短縮表
記とする。昼食時のスマートミールの提供割合
は，スマートミールの提供食数÷提供食数（昼
食）×100で求めた。事業所種別は申請書類とイ
ンターネット調査の情報から判断し，工場に設置
されている食堂（以後，工場群），または工場以
外に設置されている食堂（以後，工場以外群）と
した。

3．統計解析
　各項目の正規性は Shapiro-wilk 検定により判断
した。非正規分布を示す量的変数の 2 群間の比
較には Mann-Whitney の U 検定， 3 群間の比較に
は Kruskal-Wallis 検定を用いた。 3 群間の傾向検定
は Jonckheere-Terpstra 検定を用いた。対応ある 2
群間の比較では対応サンプルによる Wilcoxon の符
号付順位検定を用いた。群間の割合の比較は，対
応のない変数では χ2検定を用い， 3 群以上の割合
の比較では調整済み残差をもとに検討した。対応
のある変数の群間の割合比較は，McNemar 検定に
より行った。質的変数，量的変数の統計解析には，
統計解析ソフト SPSS version 25 for Windows（IBM

社製）を用い，統計学的有意水準は 5 ％（両側検

表 1　「健康な食事・食環境」認証制度の必須項目とオプション項目
カテゴリ No 項目 短縮表記

必須項目 スマートミール
の基準

1 スマートミール（基準に合った食事）を提供している スマートミール基準の食事の提供
2 スマートミールの情報を提供している スマートミールの情報提供

スマートミールの
プロモーション 3 スマートミールに「おすすめ」と表示するなど，選択時にプロモーション

されていることがわかる 「おすすめ」の表示

4 スマートミールの選択に必要な栄養情報等を，店内，カタログ，注文サイ
ト等メニュー選択時にわかるよう提供している 栄養情報の提供

「健康な食事・
食環境」の運営
体制

5 スマートミールを説明できる人が店内にいる スマートミールを説明できる人
6 管理栄養士・栄養士がスマートミールの作成・確認に関与している 管理栄養士・栄養士の関与
7 店内禁煙である 店内禁煙

オプション
項目

スマートミール
の展開 8 スマートミールの主食として，週 3 日以上，精製度の低い穀類を提供して

いる 低精製度の穀類（週 3 回以上）

9 スマートミールの主食として，精製度の低い穀類を提供していることがメ
ニュー選択時にわかる 低精製度の穀類の提示

10 スマートミールの主食量を，選択または調整できることがメニュー選択時
にわかる 主食量の選択の提示

11 スマートミールの主菜の主材料として，週 3 日以上，魚を提供している 魚の主菜（週 3 回以上）

12 スマートミールの主菜の主材料として，週 3 日以上，大豆・大豆製品を提
供している 大豆製品の主菜（週 3 回以上）

13 スマートミールに，栄養成分表示（エネルギー，たんぱく質，脂質，炭水
化物，食塩相当量）を示している 栄養成分表示

14 スマートミールの栄養成分表示に，飽和脂肪酸の量を示している 飽和脂肪酸の表示
15 スマートミールが 1 日 2 種以上ある スマートミールが 1 日 2 種以上
16 スマートミールを選択するためのインセンティブがある スマートミール選択のインセンティブ

26† スマートミールの食塩相当量は， 1 食「ちゃんと」は 2.5 g 未満，「しっ
かり」は 3.0 g 未満である より低い食塩相当量

「健康な食事・
食環境」の推進 17 メニューに漬物や汁物をつけないことができ，メニュー選択時にわかるよ

うに表示している 漬物・汁物を付けない選択

18‡ ソースやマヨネーズなどの調味料を別添えで提供している 調味料別添え
19 野菜 70 g 以上のメニューを提供している（サラダバーを含む） 野菜 70 g 以上メニューの提供
20 牛乳・乳製品を提供している 牛乳・乳製品の提供
21 果物を提供している（シロップづけを除く） 果物の提供
22 減塩の調味料を提供している 減塩調味料の提供
23 卓上に調味料を置いていない 卓上に調味料なし
24 食環境改善のための会議等を定期的に開催している 会議等の開催
25 従業員に対し，事業所（会社）から食費の補助がある 食費の補助

†：第 4 回認証より追加
‡：給食部門は対象外
本文中ではオプション項目の記載を短縮表記を用いた。
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定）とした。

4．倫理的配慮
　本研究は，個人に対する情報に該当しない既存
の情報を用いた研究であるため，倫理審査が必要
な研究に該当しない。分析には，情報を研究に用
いることに同意が得られている事業者のみのデー
タを用いた。

【結　果】

1．分析対象事業所の抽出
　第 1 回更新，第 2 回更新では，第 1 回から第 3
回の認証審査で認証を受けた195件のうち169件

（86.7％）が更新した。内訳は，第 1 回認証34件中
30件（88.2％），第 2 回認証73件中58件（79.5％），
第 3 回認証88件中81件（92.0％）だった。このう
ち研究への同意が得られた134件（79.3％）を分析
対象とした。内訳は，第 1 回認証の更新事業所30
件中21件（70.0％），第 2 回認証の更新事業所58件
中53件（91.4％），第 3 回認証の更新事業所81件中
60件（74.1％）だった。

2．初回認証時と更新時の比較
①�総席数，提供食数（ 1日），提供食数（昼食），
スマートミール提供割合，スマートミール販売
価格

　提供食数（ 1 日），提供食数（昼食）は初回認証
時に比べ有意に低下していたが，中央値に差は無
かった。スマートミール提供割合の中央値は初回
認証時14.8％だったが，更新時は8.5％と有意に
低下していた。販売価格については，初回認証時
と更新時に有意差はなかった（表 2 ）。
②オプション項目認証状況の比較
　オプション項目別にみると，スマートミールの
展開では，「低精製度の穀類（週 3 回以上）」や

「低精製度の穀類の提示」，「栄養成分表示」の認証
割合は60％を超えており，初回認証時に比べ更新
時で有意に増加していた。「主食量の選択の提示」
や「魚の主菜（週 3 回以上）」，「飽和脂肪酸の表
示」も初回認証時に比べ更新時で認証割合が有意
に増加していた。「スマートミール選択のインセン

ティブ」の認証割合は30％を下回っており，「大豆
製品の主菜（週 3 回以上）」，「スマートミールが 1
日 2 種以上」の認証割合は 4 ％未満と低く，初回
認証時と更新時の認証割合に有意差は無かった。
更新時の認証割合は「健康な食事・食環境」の推
進項目である「減塩調味料の提供」は73.1％，「卓
上に調味料なし」は70.1％，「食費の補助」は
64.2％であり，初回認証時に比べ更新時で有意に
増加していた。「果物の提供」の認証割合は初回認
証時4.5％，更新時6.7％で，増加は見られたが有
意差はなかった（表 2 ）。

3．更新回別の初回認証時と更新時の比較
①�総席数，提供食数（ 1日），提供食数（昼食），
スマートミール提供割合，スマートミール販売
価格

　更新回ごとに初回認証時と更新時を比較すると，
第 1 回更新ではいずれの項目においても有意差は
無かった。第 2 回更新では，総席数に有意差は
あったものの中央値に違いは見られなかった。し
かし，提供食数（ 1 日），提供食数（昼食），ス
マートミール提供割合は初回認証時に比べ更新時
で有意に減少していた。販売価格は，第 1 回更新，
第 2 回更新共に，初回認証時と更新時に有意差は
なかった。（表 2 ）。
②オプション項目認証状況の比較
　第 1 回更新，第 2 回更新ともに，オプション項
目認証数は有意に増加していた。項目ごとでは，
第 1 回更新は「減塩調味料の提供」の認証割合が
有意に増加していた。第 2 回更新では「主食量の
選択の提示」，「栄養成分表示」，「飽和脂肪酸の表
示」，「卓上に調味料なし」，「食費の補助」の認証
割合が有意に増加していた（表 2 ）。
③認証星数の変化
　初回認証時と更新時で認証星数の割合を比較す
ると，初回認証時に星 2 つや星 3 つであった事業
所では，更新時も同じ認証星数である割合が高
かった。初回認証時に星 1 つであった事業所の
52.0％が更新時では星 2 つとなった（表 3 ）。星が
増える要因となったオプション項目として初回認
証時に星 1 つの事業所の48.0％が，更新時に「主
食量の選択の提示」，「栄養成分表示」，「卓上に調
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味料なし」の認証を追加した。「飽和脂肪酸の表
示」は44.0％，「漬物・汁物を付けない選択」は
32.0％，「食費の補助」は36.0％の事業所が追加

した。初回認証時に星 2 つや星 3 つ事業所では，
更新時に有意に増加しているオプション項目は無
かった（表 4 ）。

表 3　初回認証時と更新時の認証星数
更新

p星 1 つ 星 2 つ 星 3 つ
（n＝ 8 ） （n＝66） （n＝60）

初回認証

星 1 つ 8 （32.0） 13（52.0） 4 （16.0）

＜0.001

（n＝25） 5.8 0.5 －3.1
星 2 つ 0 （0.0） 53（94.6） 3 （5.4）

（n＝56） － 8.8 －7.8
星 3 つ 0 （0.0） 0 （0.0） 53（100.0）

（n＝53） － － 10.3
χ2検定，値は上段：件数（％），下段：調整済み残差

表 4　初回認証時の認証星数による更新時のオプション項目の追加状況の比較

オプション項目 星 1 つ
（n＝25）

星 2 つ
（n＝56）

星 3 つ
（n＝53） p

スマートミールの展開

8 　低精製度の穀類（週 3 回以上） 5 （20.0）
4.2

1 （1.8）
－1.3

0 （0.0）
－ ＜0.001

9 　低精製度の穀類の提示 5 （20.0）
4.2

1 （1.8）
－1.3

0 （0.0）
－ ＜0.001

10　主食量の選択の提示 12（48.0）
6.6

2 （3.6）
－2.4

1 （1.9）
－2.8 ＜0.001

11　魚の主菜（週 3 回以上） 5 （20.0）
4.2

1 （1.8）
－1.3

0 （0.0）
－ ＜0.001

12　大豆製品の主菜（週 3 回以上） 0 （0.0）
－

0 （0.0）
－

0 （0.0）
－ －

13　栄養成分表示 12（48.0）
7.7

0 （0.0）
－

0 （0.0）
－ ＜0.001

14　飽和脂肪酸の表示 11（44.0）
6.9

1 （1.8）
－2.5

0 （0.0）
－ ＜0.001

15　スマートミールが 1 日 2 種以上 0 （0.0）
－

0 （0.0）
－

1 （1.9）
1.2 0.461

16　スマートミール選択のインセンティブ 1 （4.0）
0.4

2 （3.6）
0.3

1 （1.9）
－0.6 0.828

「健康な食事・食環境」の推進

17　漬物・汁物を付けない選択 8 （32.0）
5.7

1 （1.8）
－2.0

0 （0.0）
－ ＜0.001

19　野菜 70 g 以上メニューの提供 5 （20.0）
4.2

1 （1.8）
－1.3

0 （0.0）
－ ＜0.001

20　牛乳・乳製品の提供 3 （12.0）
2.5

2 （3.6）
－0.1

0 （0.0）
－ 0.029

21　果物の提供 2 （8.0）
2.2

0 （0.0）
－

0 （0.0）
－ 0.071

22　減塩調味料の提供 8 （32.0）
5.3

2 （3.6）
－1.5

0 （0.0）
－ ＜0.001

23　卓上に調味料なし 12（48.0）
4.7

4 （7.1）
－2.7

7 （13.5）
－1.0 ＜0.001

24　会議等の開催 5 （20.0）
4.2

0 （0.0）
－

1 （1.9）
－1.2 0.001

25　食費の補助 9 （36.0）
4.5

6 （10.7）
－0.2

0 （0.0）
－ ＜0.001

値は，上段：更新で増加した事業所数（件），（ ）内は星 1 つ，星 2 つ，星 3 つそれぞれにおける割合。　下段：調整済み残差
p は，星 2 つと星 3 つとを比較した Mann-Whitney の U 検定による。
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4．�更新時の事業所種別（工場群，工場以外
群）の比較

　工場群は50件，工場以外群は84件だった。
①�総席数，提供食数，スマートミール提供割合，
スマートミール販売価格，管理栄養士・栄養士
の配置

　総席数，提供食数（ 1 日），提供食数（昼食）は
工場群が工場以外群に比べて有意に高値だったが，
スマートミール提供割合，スマートミール販売価
格に差は無かった。管理栄養士や栄養士の配置割
合は，工場群と工場以外群で有意差は無かった

（表 5 ）。
②オプション項目の認証状況
　オプション項目認証数（合計），スマートミール
の展開項目，「健康な食事・食環境」の推進項目で
は，工場群は工場以外群に比べて有意に低値だっ
た。スマートミールの展開項目では，「低精製度の
穀類の提示」，「魚の主菜（週 3 回以上）」，「スマー
トミール選択のインセンティブ」は，工場群は工
場以外群に比べ認証割合が有意に低かった。「健康
な食事・食環境」の推進項目では，「牛乳・乳製品
の提供」「減塩調味料の提供」の認証割合は，工場
群は工場以外群に比べ有意に低かった（表 5 ）。

5．�更新時の提供方式（定食方式群，カフェ
テリア方式群）による比較

　いずれの項目においても，定食方式群とカフェ
テリア方式群に差は無かった（表 5 ）。

6．�更新時の認証星数による比較
①�総席数，提供食数，スマートミール提供割合，
スマートミール販売価格，管理栄養士・栄養士
の配置

　総席数，提供食数，スマートミール提供割合，
管理栄養士・栄養士の配置についての検討は，星
2 つと星 3 つの事業所の 2 群間で行った。スマー
トミール販売価格は星 1 つから 3 つにかけて傾向
検定を行った。スマートミール提供割合は，星 2
つの事業所は星 3 つの事業所に比べ有意に高く，
スマートミール販売価格は，星数が上がるにした
がって低下する有意な傾向を示した。管理栄養士，
栄養士の配置割合は，星数による有意差はなかっ

た（表 5 ）。
②オプション項目の認証状況
　オプション項目の認証状況の検討は，星 2 つと
星 3 つの事業所の 2 群間で行った。オプション項
目認証数で星数が決まるため，星 2 つに比べ星 3
つの事業所では多くのオプション項目で認証割合
が高かったが，「主食量の選択の表示」，「大豆製品
の主菜（週 3 回以上）」，「飽和脂肪酸の表示」，「ス
マートミールが 1 日 2 種以上」，「漬物・汁物を付
けない選択」，「果物の提供」，「卓上に調味料なし」
では星 2 つと星 3 つの事業所に有意差は無かった

（表 5 ）。

【考　察】

　日本人の長寿を支える「健康な食事」5）を選択で
きる環境整備は，勤労者の健康管理において重要
であり，健康経営の実現につながる。「健康な食
事・食環境」認証制度スマートミールは，健康に
配慮した環境と基準に基づいた食事を認証するも
のであり，この制度のより一層の普及や継続に努
める必要がある。本研究では，勤労者の健康の保
持・増進への寄与を目的に，スマートミール認証
後 2 年経過し更新を行った事業者の初回認証時と
更新時の書類を用い，事業所種別，提供方式別の
分析と更新時の変化について分析を進めた。
　初回認証時と更新時の比較では，提供食数は初
回認証に対して更新で有意に低下していたが，提
供食数（ 1 日）の中央値は初回認証時200食，更新
時190食と10食の減少だった。しかし，スマート
ミール提供割合は初回認証時14.8％が更新時では
8.5％と減少していた。今回の分析対象である第 1
回更新は2019年度の実績に基づき申請されており，
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の影響は
少ないと考えるが，第 2 回更新は2020年度の実績
であるため，その影響が予測される。そこで第 1
回・第 2 回更新についてそれぞれを分析した結果，
第 1 回更新では，初回認証時と更新時を比べても，
総席数や提供食数，スマートミール提供割合やス
マートミール販売価格に変化は見られなかったが，
第 2 回更新では，提供食数，スマートミール提供
割合が有意に減少しており， COVID-19の影響が考
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えられた。しかし，COVID-19の影響下であって
も，初回認証時と更新時のオプションの認証状況
の比較では，多くのオプションの認証割合が増加
していた。初回認証時に星 1 つの事業所の52％が
更新時に星 2 つを獲得しており，「主食量の選択の
提示」，「栄養成分表示」，「卓上に調味料なし」，

「飽和脂肪酸の表示」，「漬物・汁物を付けない選
択」，「食費の補助」の増加割合が高かった。これ
らのオプション項目は，更新時において取り組み
やすい項目であると考える。初回認証時の星 2 つ
や星 3 つの事業所では，更新時にオプション認証
数を維持している割合が高く，一度認証を受ける
とその食環境を継続できると考える。一方で，初
回認証時に星 1 つの事業所の約 3 割が更新時も星
1 つであり，また，星 2 つから星 3 つへと移行し
たのは 5 ％程度だった。オプション項目の認証を
進めるために，星 1 つの事業所に対してはまず取
り組みやすい項目からの認証を促すことができる
が，星 2 つの事業所はすでに 5 つ以上のオプショ
ン項目の認証を受けているため，さらにオプショ
ン項目の認証を進めるには新たな取り組みが必要
である。
　そこで，更新時の事業所種別や提供方式，認証
星数別の課題について検討したところ，事業所種
別（工場群，工場以外群）による比較では，工場
群は工場以外群に比べて総席数や提供食数が多く，
スマートミール提供割合や販売価格に差はなかっ
た。しかし，スマートミール提供割合の中央値は
9.5％であり，オプション認証数が工場群は工場以
外群に比べて低かった。したがって，工場群では
スマートミール提供割合の向上とオプション認証
数の増加が課題である。これまでに，交代制勤務
が食事や食習慣に与える影響の可能性6）や，勤労
者では主食・主菜・副菜が揃うセットではなく，
麺類や単品もの（カレーライスや丼もの等）を選
択する割合が高かったことが報告されている7）。ま
た，「持続可能で健康的な食事に関する指針」の

「持続可能で健康な食事の実現に向けた行動」で
は，潜在的なトレードオフの定量化の必要性が示
されている8）。健康につながる食事と勤労者が選
択したい食事にずれがあることも予想されるため，
今後，事業所種別のマーケティングに基づいたト

レードオフの定量化について検証を進める必要が
あると考える。次に，更新審査の定食方式群とカ
フェテリア方式群の比較では，いずれの項目にお
いても差は無かった。これは，本調査の対象にお
いて，カフェテリア方式群の例数が少なかったこ
とが一因であると考える。認証星数別による比較
では，星 2 つと星 3 つの事業所で更新時の認証割
合に違いが見られたオプション項目は，「低精製度
の穀類（週 3 回以上）」，「低精製度の穀類の提示」，

「魚の主菜（週 3 回以上）」，「栄養成分表示」，「ス
マートミール選択のインセンティブ」，「野菜 70 g

以上メニューの提供」，「牛乳・乳製品の提供」，
「減塩調味料の提供」，「会議等の開催」，「食費の補
助」だった。いずれの項目も，スマートミールや
栄養に関する情報提供により対象者の理解や意識
を高めることが重要であり，「スマートミール選択
のインセンティブ」や「会議等の開催」，「食費の
補助」は，事業者と給食受託会社の協力が必須で
ある。星 2 つの事業所ではこれらのオプション項
目の認証についての検討が，より良い環境の構築
につながると考える。このように，スマートミー
ル認証事業所に対してオプション項目の認証星数
に合わせた具体的な働きかけは，「健康な食事・食
環境」の実現のために重要である。
　食事の選択には，味や価格，個人の社会的な地
位や健康への関心など様々な判断要因が関係す
る9-11）。スマートミールの普及には，勤労者個人の
選択が重要であるため，今後の課題として，ス
マートミールの選択に関係する従業員の判断要因
についての研究が求められる。厚生労働省が示し
た「健康寿命延伸プラン」の次世代を含めたすべ
ての人の健やかな生活習慣形成等では，その方法
のひとつとして「ナッジ等を活用した自然に健康
になれる環境づくり」が示されている12）。ナッジ
とは，行動経済学上，対象者に選択の余地を残し
ながらも，より良い方向に誘導する手法と説明さ
れており12），学生を対象とした研究ではあるが，
ビュッフェ方式の料理の順番が食の選択や摂取量
に影響したとの報告もある13）。社員食堂において，
自然にスマートミールが選択される状況の実現に
は，選択されるスマートミールメニューの検討や
情報提供，インセンティブによる勤労者の食行動
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の改善とともに，効果的なナッジの活用法につい
ても検討を進めるべきである。
　令和 2 年（2022年）の衛生行政報告例では，特
定給食施設である事業所給食施設は5,212施設と報
告されているが14），スマートミール認証を受けて
いる事業所給食施設は364施設（2022年 8 月現在）
とまだ十分に認証が進んでいるとは言い難く，今
後認証を広めていくためには，スマートミール認
証を受けるメリットや健康経営への活用について
情報発信を続けることが重要である。本研究では
スマートミール認証を受け，更新をした理想的な
事業所を分析対象としているが，スマートミール
の普及によって勤労者の健康維持に貢献するため
には，スマートミール認証を受けていない事業所
における調査も必要である。飲食店経営者が健康
な食事を売れないと考える障壁として，「商品単価
が上がる」，「味が落ちる」，「作業効率が悪い」，

「ボリューム感が無くなる」という項目が報告され
ているが15），事業所給食におけるスマートミール
導入の阻害要素についての検討はできていない。
今後，調査対象を広げ，勤労者に選択されるス
マートミールについて検討を続けるとともに，ス
マートミール普及の障壁となっている事業者の意
識について調査することで，より具体的な事業所
給食におけるスマートミール普及のプロモーショ
ン方法の提案につながると考える。

【結　語】

　「健康な食事・食環境」スマートミール認証制度
は，健康経営の推進に大きな役割を担っており，
一層の普及と認証更新割合の維持が望まれるが，
COVID-19の影響を受けた事業所は少なくなく，本
調査でも提供食数やスマートミール提供割合が低
下していた。しかし，スマートミール認証を更新
した割合は高く，オプション項目認証数も増加し
ていたが，認証星数は更新時に新規認証時と同じ
認証星数を維持した割合が高かった。「健康な食
事・食環境」を推進するためには，認証を受けや
すいオプション項目を認証星数別に具体的に提案
する必要があるが，認証星数を増やしより良い食
環境を実現し継続するためには，給食受託会社だ

けの取り組みでは難しい項目もある。今後，さら
に認証事業者数を増やし，更新割合を維持するた
めには，事業者と給食受託会社の協力が必要であ
る。
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